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【動機】

中学１年時から島原にある白州について研究してきた。今年になって、白州はサンゴモが形成す
る藻場であることが解明された。今年はこの生物サンゴモが海の変化（生育環境の変化）にどの
ような影響を受けるのか知りたいと思った。

【方法】

文献調査：サンゴモ球について知るため。現地調査：サンゴモ球の種類によって生息する環境が
違うのか調べるため。飼育・観察：サンゴモが生息する環境にどのような生物がいるのか、塩分
濃度の違いによりサンゴモ球へどのような影響を与えるのか調べる。

【結果】

元気なサンゴモ球が集まっている場所はｐHが高く、多様な海藻が見られた。サンゴモ球の種類
による住み分けは見られなかった。サンゴモをすみかにしている多様な生物が見られた。高い塩
分濃度の環境であると色が濃くなり、塩分濃度が低いと白くなる。

【まとめ】

サンゴモはアルカリ性の海水を好む。また、ｐHが高い原因がサンゴモにあると思われる。特定
の形のサンゴモが特定の場所にいるわけではない。サンゴモは磯焼けの直接的な原因ではない。
サンゴモは高い塩分濃度には大勢があり、低い塩分濃度には弱い。

【展望】

海の環境がサンゴモに与える影響を知ることにより、海の様々な問題の解決につながる。また、
海外ではサンゴモを酸土壌の改良剤として用いられていることから海の酸性化を解決できるので
はないか。
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